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第５学年 道徳（人権）学習指導案

１ 主 題 人としての生き方に学ぶ

２ 主題設定の理由(省略)

３ ねらい

偏見や不合理の中でたくましく誇りをもって生きた平介の村の人々のすばらしい生き方を知

り，差別をなくしていこうとする意欲を育てる。

４ 指導計画

主題に関する人権学習 主題にかかわる教科等・行事

これまでの学習 学級活動

道徳「不合理なしきたり」（ひかり） 「尊敬のジャージを着よう」

学級活動「なかまだったのか」

（ひかり）

国語科「よみがえった黒べえ」 道徳「マザーテレサ」（県版）

（木下川解放子ども会）

総合的な学習の時間

現在の学習 「いのちをいただく」

道徳「山の粥」 （ひかり） （西日本新聞社）

３時間（本時 ３／３時間）

家庭科「元気な1日と食べ物」

これからの学習

道徳「ぼくの心のそこ」（ひかり）

総合的な学習の時間 国語科「人権作文を書こう」

「水俣から」 （ひかり） 学校行事「人権集会」

主 題 を 支 え る 常 時 指 導

１分間スピーチ 読み聞かせ グループでトライ ふれあいの時間

伝えたいことを選 心に残るいろいろ グループで協力し 自分たちで企画した

び，自分の思いを伝 なお話の読み聞かせ て一つのことに挑戦 活動で，友達と仲良く

えようとする意欲を を行い，豊かな心を することで，団結力 楽しく遊ぶことにより

育てる。 育てる。 を育てる。 友情を深めさせる。



- 34 -

５ 本時の学習

（１）目 標

差別を受けながらも人間としての誇りをもち，人に対する優しさを貫いた村の人たちの生き方

に共感させ，差別をなくしていこうとする意欲を育てる。

（２）個別人権課題名 同和問題

（３）展 開

学習活動 指導上の留意点

１ 本時のめあてをつかむ。 ○ 前時に見つけた問題点をふり返ること

により，本時の学習への方向付けをす

る。

平介の村の人々は なぜ農民を助けたのだろう

２ 平介の村の人々がとった行為について ○ 差別を受けても農民たちの命を助けよ

考え，話し合う。 うとした村の人々の優しさや生き方に

ついて考えさせる。

３ 本時のふり返りをする。 ○ 友達の意見を聞いて，考えたり感じた

たりしたことを出し合う中で，差別や

偏見を許さず，不合理なことをなくそ

うとする人権感覚や人権意識を高める。

（４）評 価

・ 差別を受けながらも，真の優しさをもって生き抜いた人々の，たくましい生き方を知る

ことができたか。

【知識的側面】

・ 平介の村の人たちの生き方に共感し，差別をなくしていこうとする意欲がもてたか。

【価値的・態度的側面】

・ 平介の村の人たちの生き方について自分の考えを表すことができたか。

【技能的側面】


